
￥  

   

 

  

〔ダンプ労働者・建設労働者等の労働条件改善にむけて〕   

   

   

 

   

 

  

       

  

 

  

  

 

   

    

      

 

  

 

 

    

 

  

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

八
面
六
臂
（
は
ち
め
ん
ろ
っ
ぴ
） 

秋
田
県
を
襲
っ
た
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
被

害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
▼
大
雨
に
よ
る
被
害
は
建
物
へ

の
浸
水
被
害
の
ほ
か
、
水
田
や
畑
地
の
浸
水
・

冠
水
に
よ
る
農
業
被
害
、
河
川
や
道
路
な
ど
土

木
関
係
の
被
害
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
秋

田
市
な
ど
で
は
被
害
状
況
の
調
査
を
進
め
て
い

る
も
の
の
全
容
の
把
握
に
は
時
間
が
か
か
る
模

様
。「
な
ぜ
山
や
川
か
ら
離
れ
た
秋
田
駅
前
で
水

害
が
起
き
る
の
か
」
と
疑
問
に
思
っ
て
い
た
が
、

秋
田
市
に
よ
る
と
、
市
内
の
太
平
川
な
ど
が
氾

濫
し
た
上
、
大
量
の
雨
に
下
水
道
な
ど
の
排
水

能
力
が
追
い
つ
か
ず
、「
内
水
氾
濫
」
が
起
き
た

と
み
ら
れ
る
。
▼
静
岡
大
の
牛
山
素
行
教
授
（
災

害
情
報
学
）
は
秋
田
駅
東
側
の
住
宅
地
に
つ
い

て
、「
１
９
６
０
年
代
ま
で
は
田
ん
ぼ
で
相
対
的

に
標
高
が
低
く
、
浸
水
被
害
を
受
け
や
す
い
地

形
」
と
分
析
す
る
。
東
北
に
大
き
な
被
害
を
与

え
た
２
０
１
９
年
の
台
風
１
９
号
で
も
、
Ｊ
Ｒ

仙
台
駅
前
な
ど
で
内
水
氾
濫
が
起
き
、
広
く
冠

水
を
も
た
ら
し
た
。
宅
地
造
成
や
舗
装
と
い
っ

た
都
市
化
で
雨
水
が
地
面
に
し
み
込
ま
な
く
な

り
、「
急
速
に
水
位
が
上
が
る
『
都
市
型
』
の
水

害
で
、
ほ
か
の
都
市
で
も
起
こ
り
う
る
」
と
注

意
を
促
す
。
▼
「
い
ま
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
」
「
十
年
に
一
度
」
「
数
十
年
に
一
度
」
と

い
っ
た
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
統
計
デ
ー
タ
か
ら
も
日
本
の
夏

が
確
実
に
暑
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。
▼
だ
い
ぶ
前
だ
が
、J

A

バ
ン
ク
の
テ

レ
ビC

M

で
「
白
瀬
泰
三
」
な
る
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
が
田
ん
ぼ
の
役
割
に
つ
い
て
紹
介
す
る
シ
リ

ー
ズ
の

C
M

が
あ
っ
た
。
田
畑
や
農
村
に
は

「
食
」
を
生
産
す
る
だ
け
で
な
く
洪
水
を
防
止

し
た
り
地
球
の
温
暖
化
を
防
ぐ
な
ど
の
「
田
畑

の
公
益
効
果
」
を
紹
介
す
る
も
の
だ
っ
た
。「
田

畑
の
公
益
効
果
」
を
お
金
に
換
算
す
る
と
６
兆

８
０
０
０
億
円
（
農
林
水
産
省
農
業
総
合
研
究

所
が
１
９
９
４
年
に
発
表
し
た
試
算
）
、
２
０
０

１
年
の
試
算
で
は
８
兆
２
０
０
０
億
円
に
な
っ

て
い
る
。
▼
農
地
を
潰
し
て
大
型
商
業
施
設
を

作
っ
て
「
田
畑
の
公
益
効
果
」
以
上
の
「
公
益

効
果
」
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？ 
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第 30回全国ダンプキャラバンの東北コースは、7月 10日からの 5日

間取り組まれました。東北キャラバンの特徴は、各県の代表や現場の仲

間が参加して、連続して東北 6県を回る事です。 

今回のキャラバン行動の目的は二つにすることを、事前の会議で確認

しました。一つは、政権党の国会議員を後援している事などを笠に着て、

「指導事項」などを平気で無視する請負者対策です。発注者にダンプ規

制法の目的を十分に理解させ、請負者に対する確実な指導を求めること

です。これに関しては、訪問した先々で「資料に基づいた丁寧な説明を

いただき、あらためてダンプ規制法の目的を理解しました」との、異口

同音の感想が返って来ました。 

二つ目は、キャラバン行動に参加した現場の仲間が、ダンプ規制法の

目的と、なぜ自分たちが 53,000円(税別)で働けるのかを理解してもらう

事でした。この件に関しては、宮城県行動に参加した仲間が、翌日に連

絡を寄越し「昨日の説明を聞いて、使用促進闘争の意味がよく理解出来

ました。二人の対象者を組合に加入させますから」との反応がありまし

た。うれしい限りです。 

秋田県は国交省湯沢・秋田・能代河川国道事務所に要請しました。 

農林支部は 8月 1日、大仙市の「大曲エンパイヤホテル」を会場

に第 57回定期大会を開催しました。2020年 1月に新型コロナウイ

ルス感染症が国内で確認されてから書面決議が続いていましたが、

3年ぶりのリアル開催となりました。 

冒頭、この 1年間で亡くなった組合員に黙祷を捧げ定期大会を始

めました。 

2022 年度の総括では、労災認定闘争の取り組み、トンネルじん

肺根絶闘争の取り組み、最賃闘争などが報告されたほか、物価高騰

問題、秋田県地域医療構想について情勢報告がされました。 

2023年度運動方針では、「トンネルじん肺救済法」の早期創設、

アスベスト（石綿）被災者の救済などが提案されたほか、加入する

組合員よりも死亡した組合員の数が多いため組織の拡大強化が強

調されました。そのほか、決算報告、予算（案）が執行部から提案

され、全議案は満場一致で採択されました。 

三役には執行委員長・浅利則夫さん、副執行委員長・阿部信一さ

ん、同・田中清一さん、書記長・佐藤博之さんが再任されました。 

 

夏季一時金妥結 秋田運送支部 

8 月 2 日、秋田運送支部は会社と夏季一時金について次のように妥

結し、協定を結びました。8月 4日に支給されました。 

 

日給月給制 基本給+役職手当の 1.4ヶ月分（65歳以上は 1.2ヶ月分） 

歩合給（新賃金制）  基本給の 0.7ヶ月分 

歩合制（新賃金制以外）経費削減協力金として一律 27,500円 

 

水害の被害 お見舞い申し上げます 
7 月 14 日から 15 日にかけての大雨で、被害にあわれた組合員に

心から、お見舞い申し上げます。建交労では、組合員が今住んでい

る自宅が床上や床下の浸水にあった、車に水が入り込み故障したな

どの被害に対して見舞い金をおくる制度があります。被害にあわれ

た方は、所属の支部・分会や直接県本部に申し出てください。罹災

証明などは必要ありません。 

 

 

 

あいさつする浅利委員長 

水没した車（秋田市牛島西） 

国交省能代河川国道事務所 

 




